
●
9
月
1
日	

東
京
都
慰
霊
堂
秋
季
大
祭
・
関
東
大
震

災
慰
霊
供
養　

於 

両
国
❷

●
9
月
2
日	

茂
原
本
妙
寺
・
東
金
上
行
寺
弔
問

●
9
月
13
日	

宗
教
法
制
研
究
会　

於 

赤
坂
見
付

●
9
月
17
日	

興
隆
学
林
三
先
生
頌
壽
記
念
論
文
集
奉

呈
式
・
祝
賀
会　

	
	

於 

京
都
グ
ラ
ン

	
	

　

 

ビ
ア
ホ
テ
ル

●
9
月
22
日	

秋
季
彼
岸
会
中
日
法
要　
　
　

●
10
月
5
日	

納
骨
堂
第
22
回
建
設
委
員
会

●
10
月
12
日	

御
会
式
・
落
語
会
（
三
遊
亭
金
朝
師
）
❸

●
10
月
15
日	

東
京
都
仏
教
連
合
会
常
務
理
事
会　

	
	

於 

浅
草
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル

●
10
月
17
日	

仏
教
伝
道
協
会
授
与
式　

於 

芝
公
園

●
10
月
22
日	

T
V
「
じ
ゅ
ん
散
歩
」
高
田
純
次
さ
ん
取

材
の
た
め
来
山
（
12
月
11
日
放
映
）

●
10
月
23
日	

金
沢
月
心
寺
岩
崎
宗
瑞
師
懸
釜

●
10
月
26
日	

T
R
C
俳
句
会
鎌
倉
吟
行
❹

●
10
月
27
日	

竹
灯
籠
能
落
語
会　
　

	
	

能
＝
浅
見
慈
一
師
「
百
万
」

	
	

落
語
＝
春
風
亭
一
之
輔

	
	

「
一
席
＝
真
田
小
僧　

弐
席
＝
化
け
物
使
い
」
❺

●
11
月
1
日	

第
5
回
鍋
島
客
殿
保
存
会
開
催

●
11
月
3
日	

宗
祖
第
７
４
３
遠
御
忌
御
会
式
・
七
五
三

法
要
❻

●
11
月
8
日	

台
湾
・
鄭
成
功
生
誕
4
0
0
年
で
献
茶
式	

於 

台
南
市
「
延
平
郡
王
祠
」　
　

	
	

長
崎
県
平
戸
藩
主
・
松
浦
家
第
41
代
当

主
松
浦
章
氏
（
茶
道
鎮
信
流
宗
家
）

●
11
月
15
日	

婦
人
会
総
会　

於 

帝
国
ホ
テ
ル
❼

●
11
月
22
日	

全
日
本
仏
教
会
理
事
会　

於 

芝
明
照
会
館

●
11
月
27
日	

日
蓮
聖
人
門
下
連
合
会　

於 

京
都
妙
蓮
寺

●
11
月
28
日	

東
京
都
葬
祭
業
協
同
組
合
創
立
70
周
年
記

念
式
典
祝
賀
会　

	
	

於 

東
京
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

●
12
月
1
日	

納
骨
堂
第
23
回
建
設
委
員
会

●
12
月
2
日	

京
都
桐
蔭
席
・
岩
崎
宗
瑞
師
懸
釜

●
12
月
4
日	

●
沼
津
大
本
山
光
長
寺
貫
首

	
	

  

久
保
木
日
將
猊
下
管
長
推
戴
式

　
　
　
　
　

	

●
東
京
都
仏
教
連
合
会
釈
尊
成
道
会

	
	

　

於  

有
楽
町
朝
日
ホ
ー
ル

	
	

●
東
京
ブ
デ
ィ
ス
ト
ク
ラ
ブ
成
道
会
チ
ャ

	
	

　

リ
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ　

於 

帝
国
ホ
テ
ル

●
12
月
14
日	

中
央
義
士
会 

於 

高
輪
泉
岳
寺

法要のご案内 （別紙参照）

春季彼岸中日法要

猿江稲荷大祭法要　  午前11時　猿江別院

節分会追儺式（豆まき）

盂蘭盆会施餓鬼法要

３月２０日（木・春分の日）　

5月２日（金）

２月３日（月）

7月16日（水）

初座：午前11時　第二座：午後 2時　動物諸霊法要：正午

午前11時　新盂蘭盆会法要（新盆）
正午　動物諸霊法要
午後 2時　盂蘭盆会法要

は
ら
り
落
つ
花
弁
受
け
止
む
蓮
の
花

亡ぼ
う
が
い骸

の
蝉
の
片
わ
れ
運
ぶ
蟻

真
夜
中
も
時
を
惜
し
む
か
蝉
の
声

三
条
の
橋
の
異
人
に
秋
の
風

鉢
選
ぶ
数
多
蕾
の
小
菊
か
な

新
米
を
供
え
額
ず
く
御
命
講
（
お
会
式
）

友
逝
け
り
好
物
新
酒
塩
む
す
び

　
　

鎌
倉
吟
行

兵
の
影
晩
秋
の
切
り
通
し

禅
寺
の
木
鐸
響
く
秋
の
風

鴉
鵠

令和６年度　法華宗団参（予定）

宗祖 750 遠忌に向けて信心増進並びに『報恩抄』述作 750
年、道善房 750 遠忌を記念し、師恩に奉ずるべく、霊跡を
参拝します。

■期日　令和 7年 2 月13 日（木）・14 日（金）　一泊二日
■宗祖霊跡
　鷲山寺・清澄寺・誕生寺・妙蓮寺
■観光　道の駅・海ほたる PA、等

俳句事始
長月　神無月　霜月

鵠沼・晴明庵	  8月21日	 伊東海施餓鬼
	 	 5 年ぶりに俎板岩宗祖御尊像
	 	 船参拝❶
	 11月23日	 御報恩会式
桑港・日蓮教会	  9月29日	 秋季彼岸会・御会式法要
猿江・猿江別院	 10 月3日・12 月5日  写経会

3 尺×4 尺＝6 基
3 尺×3 尺＝6 基
2 尺×2 尺＝8 基

詳細は当山までお問い合わせ
ください。

新規墓所
ご 案 内

猿江別院御写経会

※毎回、木曜日 13時～19時　参加費：500円
2月13日（木）・4月3日（木）

昨年末をもちまして引退された當山境内・
墓所担当の西澤國光氏に代わり、新たに
中村俊一氏（写真）に後任をお願いするこ
とになりました。まだまだ不慣れではござい
ますが、今後ともよろしくお願いいたします。

当山新職員のご紹介

予告

59No.

妙 寿 寺 の 心 の テ ラ ス に 集 う

季刊『寺楽寿』は東京都世田谷区北烏山の法華宗（本門流）
本覺山妙壽寺が発行する寺報です。

檀信徒の皆さまをはじめ、妙壽寺にご縁のある皆さまに
広くお読みいただければ幸いです。

当山先々代三吉日照上人の提唱による
当山スローガンです
揮毫＝大本山本興寺御閑士大平日晋上人

本覺山　妙壽寺　〈法華宗（本門流）〉 
〒157－0061　東京都世田谷区北烏山 5－15－1
電話 03－3308－1251　FAX.03－3308－7427
ホームページ　http://myojyuji.or.jp令和 7年 1月 1日発行

No.15リレーコラム

令
和
七
年
元
旦

訃 

報
当
山
お
よ
び
当
住
上
人
有
縁
の
諸
上
人
、尼
上
人
の
自
受
法
楽
と

山
木
ご
総
代
の
追
福
作
善
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

国内外で人気の高い琳派の画家、酒井抱一のパトロンの一人が
江戸の富商・鴻池屋永岡成美です。永岡成美は、商いばかりで
はなく文化面にも執心した人物で、茶道具を中心とする多くの
美術作品を蒐集しました。成美の美術品に対する眼差しは抱一
を通じて磨かれ、また抱一の弟子・池田孤邨との交流にも発展
しました。本書では、永岡成美の活動の様相を、所蔵した美術
作品や菩提寺である妙壽寺（東京都世田谷区・法華宗）との関
わり、さらには江戸の材木商・冬木屋上田家との関係を概観す
る一書です。（リレーコラム参照）
※本書をご希望の方は当山受付までお申し込みください。

妙壽寺の江戸期鴻池屋・永岡成美の生涯に迫る

著／宮武慶之
発売日：2024/12/3　B5判 並製 152頁（カラー8頁）刊行／淡交社　

発 刊

酒井抱一のパトロン
永岡成美

9
月
19
日	

高
𣘺
顯
昭
上
人
遷
化  

智
晴
院
日
顯
上
人（
日
照
上
人
徒
弟
・
大
阪
妙
道
寺
第
三

世
住
職
）　

世
寿
90
歳（
テ
ラ
ス
57
号
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
参
照
）

9
月
27
日	

清
水
常
光
上
人
遷
化  （
大
本
山
本
興
寺
執
事
長
・
尼
崎
本
成
院
第
四
十
三
世
・

法
華
宗
教
学
部
長
）　

世
寿
74
歳　

本
隆
院
日
常
上
人

10
月
5
日	

田
中
光
成
師
遷
化（
町
田
市
養
運
寺
住
職
・
東
京
ブ
デ
ィ
ス
ト
ク
ラ
ブ
元
会
長
）

	

世
寿
75
歳

10
月
6
日	

難
波
宏
正
上
人
遷
化（
大
阪
・
池
田
市
本
養
寺
第
四
十
三
世
）　

世
寿
68
歳

	
開
妙
院
日
道
上
人

10
月
15
日	
野
上
妙
經
尼
上
人（
横
浜
妙
桑
教
会
第
五
世
）世
寿
100
歳　

智
教
院
日
經
大
徳

10
月
30
日	

渡
邉
元
秀
上
人（
岐
阜
市
円
経
寺
第
二
十
六
世
・
妙
了
寺
第
四
十
二
世
）　

	

世
寿
82
歳　

龍
峰
院
日
清
上
人

10
月
25
日	

山
木
正
幸
氏（
当
山
総
代
）世
寿
76
歳　

正
覚
院
智
應
日
幸
居
士

て
ら
に
っ
き

寺
日
記

1 月 11日（土）	 初題目・勉強会「法華経への誘い」拝読 10

2 月 13・14日（木・金） 『撰時抄』『報恩抄』述作記念千葉団参

3月 10 日（月）	 終戦 ８０ 周年 ・東京慰霊堂参拝

４月 12 日（土）	 勉強会 「法華経への誘い」 拝読 11

5 月 2 日（金）	 猿江稲荷大祭法要　11 時　猿江別院

6月 14 日（土）	 勉強会 「法華経への誘い」 拝読 12

　当山では、毎月第2土曜日午後2時よ
り月例講正隆会を開催しております。仏教
や法華経についての勉強会や写経会、また
ウォーキング課外活動を行っています。檀
信徒、ご友人どなたでも参加できます。例
会では、毎回1時半より正隆廟墓前法要
を奉修しております。午後 2時開催

❶❶❷❷

❸❸

❹❹

❻❻❼❼ ❺❺

　

こ
の
度
、
住
職
寺
・
妙
壽
寺
の
江
戸
期
檀
越
の
鴻
池
屋
・

永
岡
家
、
と
り
わ
け
永
岡
成
美
の
研
究
書
が
、
宮
武
慶
之
先

生
に
よ
り
上
梓
さ
れ
、、
淡
交
社
よ
り
刊
行
の
運
び
と
な
り

ま
し
た
こ
と
は
、
誠
に
喜
び
に
堪
え
ま
せ
ん
。（
右
に
掲
載

参
照
）

　

令
和
二
年
、
小
職
が
病
床
よ
り
帰
山
し
た
直
後
に
、
先
生

よ
り
永
岡
家
調
査
依
頼
の
端
正
な
巻
紙
自
筆
の
お
便
り
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
壮
年
の
学
者
か
ら
の
ご
依
頼
と
思
い
ま
し

た
と
こ
ろ
、
そ
の
夏
、
當
山
に
足
を
運
ば
れ
、
同
家
墓
所
を

一
心
に
調
査
さ
れ
る
先
生
は
、
好
男
子
の
若
き
学
究
者
で
あ

り
ま
し
た
。

　

當
山
先
々
代
大
僧
正
日
照
上
人
は
、
昭
和
三
十
年
に
遷
化

（
逝
去
）
し
、
そ
の
祖
父
（
日
照
上
人
）
の
二
年
後
に
小
職

が
誕
生
し
、
か
つ
、
師
父
顕
道
上
人
も
十
一
歳
の
折
に
遷
化

し
、
こ
の
祖
父
と
師
父
が
健
在
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
當
山
墓

域
の
宗
祖
報
恩
塔
の
並
び
と
い
う
特
別
高
い
位
置
に
墓
所
の

あ
る
鴻
池
屋
・
永
岡
家
に
つ
い
て
、
多
く
を
語
り
継
い
で
も

ら
え
た
は
ず
で
す
。

　

今
回
の
研
究
成
果
に
よ
り
、
鴻
池
屋
・
永
岡
家
の
歴
史
が

明
ら
か
に
な
り
、
当
時
の
妙
壽
寺
住
職
や
檀
信
徒
の
様
子
、

特
に
研
究
対
象
で
あ
る
成
美
が
、
そ
の
経
済
活
動
や
美
術
、

茶
の
湯
と
深
く
関
わ
る
根
底
に
は
、
深
い
信
仰
心
が
あ
っ
た

こ
と
が
確
認
で
き
た
こ
と
は
、
大
き
な
意
義
が
あ
り
、
近
世

仏
教
史
に
お
い
て
も
貴
重
な
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　

こ
の
度
の
成
美
の
研
究
に
よ
り
、
江
戸
期
の
鴻
池
屋
が
法

華
宗
を
重
ん
じ
た
豪
商
と
し
て
で
は
な
く
、
美
術
を
追
求
し

た
篤
信
の
檀
越
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、
妙
壽
寺

を
預
か
る
住
職
と
し
て
、
古
い
に
し
えの

檀
信
徒
へ
の
感
謝
の
気
持
ち

を
新
た
に
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
成
美
の
子
息

が
裏
千
家
玄
々
斎
宗
匠
の
弟
子
で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
に
触

れ
小
職
も
青
年
会
議
所
茶
道
部
と
し
て
家
元
坐
坊
斎
宗
匠
の

末
弟
に
あ
り
ま
す
こ
と
を
思
う
と
、
深
川
界
隈
で
茶
を
愛
す

る
人
々
の
行
き
来
に
混
ぜ
て
い
た
だ
い
て
い
る
様
な
不
思
議

な
心
持
ち
が
い
た
し
ま
す
。

　

本
誌
が
刊
行
さ
れ
、
日
本
文
化
の
精
華
で
あ
る
美
術
と
茶

の
湯
に
つ
い
て
、
江
戸
期
の
法
華
を
重
ん
じ
た
豪
商
が
深
く

関
わ
り
、
そ
の
人
物
や
人
と
な
り
に
つ
い
て
ご
興
味
を
お
持

ち
い
た
だ
き
、
現
在
の
私
共
に
と
っ
て
日
々
の
暮
ら
し
の
中

で
、
日
本
文
化
・
宗
教
文
化
が
心
の
糧
に
な
る
き
っ
か
け
と

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。（
一
部
抜
粋
）

『酒井抱一のパトロン 永岡成美』緒言より
三吉廣明

「華の宴」（一双屏風右隻）中村美希画　猿江別院所蔵

当住上人
の

宗務院宗務院 diarydiary
9/17・10/9 内局会議
9/9〜11  教学研究所総会
10/29〜31  法華宗中国区教学講習会



（�

）

石
塚
泰
道
師

大
坪
顕
孝
師

河
野
通
則
氏

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

聞
き
手 

三
吉
廣
明
上
人

令
和
6
年
10
月
17
日
　
於 

中
央
区
勝
ど
き
・
長
島
夫
人
宅

長
島
美
保
子
氏
（
当
山
檀
家
・
婦
人
会
）

米
寿
記
念
と
し
て
自
伝
を
出
版

住
職　
今
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
日
か
ら

組
寺
の
御
会
式
が
始
ま
っ
て
、
そ
の
足
で
こ
ち
ら
に
参

り
ま
し
た
が
、
ま
す
ま
す
お
元
気
で
。
先
日
は
猿
江
別

院
の
初
め
て
の
試
み
で
、
10
月
12
日
の
御
会
式
に
合
わ

せ
て
落
語
会
を
開
催
し
ま
し
た
が
、
猿
江
別
院
に
お
出

ま
し
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

長
島　
ち
ょ
う
ど
い
い
ス
ペ
ー
ス
で
す
ね
。

住
職　
は
い
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
、
長
島

奥
様
に
本
当
に
お
世
話
に
な
り
っ
放
し
で
す
が
、
今
日

は
そ
う
い
う
中
で
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
。

実
は
本
紙
前
号
を
ご
覧
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
村

田
雅
一
ご
総
代
が
東
大
の
日
本
文
化
研
究
会
で
、
お
亡

く
な
り
に
な
っ
た
元
総
代
の
長
島
伸
行
ご
主
人
様
と
も

ご
一
緒
だ
っ
た
と
い
う
お
話
を
伺
っ
て
、
こ
れ
は
も
う

ぜ
ひ
奥
様
に
い
ろ
い
ろ
と
お
話
を
伺
い
た
い
な
と
思
っ

た
次
第
で
す
。そ
れ
で
、初
め
に
お
伺
い
し
た
い
と
思
っ

た
の
は
、『
米
寿
記
念　
ミ
ホ
恥
か
き
人
生
』
と
い
う

ご
自
分
の
バ
イ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ー
を
お
書
き
に
な
り
た
い

と
思
っ
た
き
っ
か
け
は
何
で
し
ょ
う
か
。

長
島　
き
っ
か
け
は
全
く
単
純
で
。
コ
ロ
ナ
禍
で
う
ち

に
籠
る
時
間
が
多
く
な
っ
て
、
テ
レ
ビ
の
サ
ス
ペ
ン
ス

ば
か
り
見
て
い
る
の
も
、
術
後
の
リ
ハ
ビ
リ
に
も
よ
く

な
い
し
、
頭
も
ぼ
け
て
き
ち
ゃ
う
し
…
。

住
職　
コ
ロ
ナ
禍
の
初
め
の
頃
に
、
転
ば
れ
た
の
で
す

か
。

長
島　
酔
っ
ぱ
ら
っ
て
い
た
か
ら
。
タ
ク
シ
ー
で
送
ら

れ
て
、「
お
や
す
み
」
っ
て
体
を
ね
じ
り
な
が
ら
挨
拶

し
て
階
段
に
（
足
を
）
か
け
た
の
。
そ
う
し
た
ら
、
そ

れ
が
踏
み
外
し
た
ん
だ
か
、
ね
じ
れ
た
ん
だ
か
分
か
ら

な
い
け
ど
。
す
わ
り
込
ん
で
。

住
職　
膝
で
す
か
、
腰
で
す
か
。

長
島　
大
腿
骨
骨
折
で
す
。
へ
な
へ
な
へ
な
と
も
う
立

て
な
く
な
っ
ち
ゃ
っ
た
の
ね
。

住
職　

そ
う
い
う
中
で
、
や
は
り
ご
自
分
と
し
て
は
、

こ
う
い
う
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
そ
し
て
リ
ハ
ビ
リ
の

中
、
自
伝
を
書
か
れ
た
わ
け
で
す
ね
。
大
変
面
白
く
拝

読
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
た
だ
ち
ょ
っ
と
私
的
に

は
、
長
島
さ
ん
の
人
生
は
す
ご
く
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
だ
か

ら
、
割
と
予
定
調
和
み
た
い
に
う
ま
く
ま
と
め
ら
れ
過

ぎ
ち
ゃ
っ
て
い
る
か
な
っ
て
。（
笑
）

長
島　
い
や
、
私
の
大
学
時
代
の
お
友
達
も
「
あ
な
た
、

恥
っ
て
い
う
か
ら
、
も
っ
と
恥
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ
た

じ
ゃ
な
い
」
っ
て
言
わ
れ
て
。（
笑
）　

住
職　
ご
主
人
様
の
七
回
忌
は
「
つ
き
ぢ
田
村
」
で
行

わ
れ
ま
し
た
が
、『
追
憶　
長
島
伸
行
追
想
集
』
と
い

う
ご
本
が
出
ま
し
た
。
私
も
一
文
を
寄
せ
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

長
島　

そ
れ
も
本
当
に
思
い
つ
き
で
す
。
七
回
忌
で
、

ち
ょ
う
ど
家
業
の
長
島
印
刷
が
創
業
1
0
0
年
、
こ

れ
は
ち
ょ
っ
と
何
か
し
な
き
ゃ
と
思
っ
た
ん
で
す
ね
。

住
職　
あ
あ
、
な
る
ほ
ど
。

長
島　
そ
れ
で
、
取
り
あ
え
ず
今
ま
で
お
付
き
合
い
の

皆
さ
ん
に
思
い
出
を
書
い
て
い
た
だ
い
て
。

住
職　
分
か
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
『
恥
か
き
～
』
の
ご

本
の
最
後
に
、
こ
れ
が
長
島
印
刷
の
最
後
の
お
仕
事
、

出
版
に
な
り
ま
し
た
と
。

長
島　
そ
う
な
ん
で
す
。

住
職　
す
ば
ら
し
い
な
と
思
い
ま
し
た
が
、
私
ね
、
あ

の
中
で
書
い
た
の
は
、
や
は
り
亡
く
な
っ
た
長
島
ご
総

代
に
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
で

す
。
私
の
母
の
葬
式
の
と
き
に
た
ま
た
ま
長
島
ご
総
代

と
一
緒
に
帰
る
こ
と
に
な
っ
た
私
の
生
涯
の
恩
師
で
あ

る
立
正
中
学
・
高
校
の
太
田
昭
夫
先
生
と
お
話
さ
れ
た

話
の
中
で
長
島
ご
総
代
が
、「
若
い
廣
明
さ
ん
に
は
お

母
さ
ん
が
亡
く
な
っ
て
大
変
だ
と
思
う
け
れ
ど
も
、
小

い
さ
く
ま
と
ま
ら
な
い
で
、
お
お
ら
か
に
大
き
く
育
っ

て
ほ
し
い
」
と
。
そ
れ
を
先
生
が
、「
こ
う
い
う
こ
と

を
言
っ
て
い
た
だ
く
檀
家
さ
ん
が
い
る
っ
て
い
う
の
は
、

本
当
に
お
前
は
幸
せ
者
だ
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
太
田
先
生
が
昭
和
４
年
、
そ
れ
で
ご
総
代

は
昭
和
６
年
の
お
生
ま
れ
で
す
。

　
長
島
ご
総
代
が
つ
く
づ
く
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
の
は
、

も
う
30
年
も
前
で
す
が
、
今
日
本
で
は
、
政
治
も
何
も

お
か
し
く
な
っ
て
い
る
の
は
、
昔
は
旧
制
高
校
で
教
養

を
教
え
て
い
た
と
。
そ
れ
は
ア
メ
リ
カ
な
ど
、
い
わ

ゆ
る
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
の
よ
う
な
も
の
で
、
幅
広
く
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
を
経
験
し
て
、
そ
の
後
に
政
治
家
と
か

医
師
に
な
る
と
い
う
選
択
が
あ
っ
た
が
、
今
は
そ
う
い

う
教
養
を
し
っ
か
り
教
え
る
と
い
う
こ
と
が
な
い
か
ら
、

日
本
の
教
育
が
い
け
な
い
の
で
は
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い

た
の
が
、
す
ご
く
私
に
と
っ
て
は
印
象
的
で
す
。

長
島　
そ
れ
は
あ
る
と
思
い
ま
す
ね
。

住
職　
そ
れ
で
、
お
伺
い
し
た
い
の
は
、
そ
う
い
う
中

で
、
私
が
小
学
生
の
頃
に
父
に
連
れ
ら
れ
て
、
あ
れ
は

市
谷
柳
町
に
遊
び
に
行
っ
た
と
き
に
、
多
分
順よ

り
こ子
さ
ん

（
三
女
）
は
ま
だ
お
生
ま
れ
に
な
っ
て
い
な
く
、
長
女

の
智と

も
こ子
さ
ん
と
次
女
の
英ひ

で
こ子
さ
ん
の
３
人
で
遊
ん
だ
と

い
う
記
憶
が
、
私
に
と
っ
て
は
五
、六
歳
の
頃
が
初
め

て
な
ん
で
す
。
あ
の
頃
は
、
長
島
家
に
と
っ
て
ど
う
い

う
時
代
だ
っ
た
の
で
す
か
。

長
島　
あ
の
頃
は
、
２
歳
違
い
の
二
人
の
女
の
子
が
い

て
、
子
育
て
っ
て
い
う
よ
り
は
、
２
人
の
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
が
い
て
、
私
と
の
結
婚
の
と
き
か
ら
主
人
の
生
み
の

母
親
と
の
連
絡
も
大
っ
ぴ
ら
に
取
る
よ
う
に
な
っ
た
と

い
う
環
境
の
中
で
し
た
。
あ
ま
り
自
分
の
家
族
と
い
う

よ
り
も
、
何
か
一
般
的
で
は
な
い
家
庭
環
境
で
、
新
し

い
世
界
に
飛
び
込
ん
だ
っ
て
い
う
感
じ
で
し
た
。

住
職　
あ
の
『
恥
か
き
～
』
の
中
で
は
、
市
谷
か
ら
奥

様
も
会
社
が
あ
る
銀
座
に
通
っ
て
い
た
と
い
う
お
話
で

す
ね
。
そ
れ
は
、
通
っ
て
や
は
り
社
長
夫
人
と
し
て
の

い
ろ
い
ろ
お
仕
事
と
か
、
お
顔
つ
な
ぎ
と
か
も
し
て
い

た
の
で
す
か
。

長
島　
と
て
も
恵
ま
れ
た
の
は
、
義
父
の
大
き
い
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
（
義
祖
母
）
と
、
姑
と
呼
ん
だ
後
妻
さ
ん
は

と
て
も
い
い
人
で
、
２
人
が
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
た

だ
明
る
く
し
て
く
れ
れ
ば
い
い
と
。
め
そ
め
そ
さ
れ

ち
ゃ
困
る
と
。
こ
う
い
う
生
い
立
ち
の
息
子
（
主
人
）

と
い
う
か
、
た
だ
私
は
社
長
夫
人
と
し
て
、
た
だ
明

る
く
、
そ
の
場
を
和
ま
せ
て
い
れ
ば
と
い
う
感
じ
だ
っ

た
の
ね
。
だ
か
ら
い
わ
ゆ
る
主
婦
的
な
こ
と
は
、
一
切
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
や
っ
て
く
れ
て
い
た
し
、
そ
れ
で
私

は
女
中
さ
ん
を
連
れ
て
き
て
い
る
も
の
だ
か
ら
一
切
し

な
い
し
、
気
が
利
か
な
く
て
も
、
何
も
で
き
な
く
て
も
、

何
も
文
句
を
言
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
そ
ん
な
感
じ
で

し
た
ね
。
そ
れ
が
ラ
ッ
キ
ー
っ
て
感
じ
。

住
職　
そ
う
い
う
大
家
族
で
、
そ
こ
に
従
業
員
さ
ん
や

住
み
込
み
の
方
も
い
た
し
。
そ
れ
で
、
私
の
接
し
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
流
れ
で
い
う
と
、
私
が
大
学
３
年
生
の

と
き
に
住
職
を
務
め
て
い
た
母
堂
が
亡
く
な
り
、
そ
こ

か
ら
ご
主
人
に
、
当
時
は
世
話
人
で
し
た
が
、
い
ろ
い

ろ
な
ご
相
談
を
し
始
め
て
、
そ
れ
か
ら
私
が
大
学
生
で

住
職
に
な
っ
た
と
き
に
、
何
か
の
折
に
は
ち
ょ
っ
と
ご

相
談
事
と
い
っ
て
連
絡
し
て
、「
い
や
、
住
職
、
遊
び

に
い
ら
っ
し
ゃ
い
」
と
。
お
檀
家
の
お
宅
に
上
が
る
と

い
う
の
は
、
お
仏
壇
に
お
経
を
上
げ
に
行
く
と
か
、
そ

う
い
う
こ
と
以
外
で
お
尋
ね
す
る
、
い
ろ
い
ろ
飲
み
食

い
を
す
る
シ
ー
ン
を
つ
く
っ
て
い
た
だ
い
て
よ
く
遊
び

に
行
き
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
私
の
中
で
は
、
３
階
建
て

の
銀
座
の
木
造
の
社
屋
、
そ
れ
か
ら
１
階
の
と
こ
ろ
に

昔
の
印
刷
機
械
（
活
版
印
刷
）、
た
く
さ
ん
の
活
字
の

置
い
て
あ
る
、
あ
あ
い
う
の
を
目
の
当
た
り
に
で
き
ま

し
た
。

　
話
が
ず
れ
ち
ゃ
い
ま
す
け
ど
、
何
か
あ
る
と
き
長
島

さ
ん
が
「
住
職
ね
、
う
ち
の
中
で
は
大
き
い
ワ
ン
コ
が

い
て
、
そ
の
ワ
ン
コ
と
僕
し
か
雄
は
い
な
い
ん
だ
」
と

い
う
話
を
し
て
、こ
れ
は
結
構
笑
え
ま
し
た
け
ど
。（
笑
）

長
島　
本
当
に
そ
う
な
ん
で
す
。
だ
か
ら
、
女
護
島
に

い
る
よ
う
な
も
ん
で
。
女
は
も
う
ゼ
ロ
歳
か
ら
90
歳
ま

で
ず
ら
っ
と
い
て
。（
笑
）
私
は
大
家
族
で
使
用
人
も

い
る
と
こ
ろ
で
、
育
ち
ま
し
た
か
ら
。

住
職　
青
森
県
弘
前
が
ご
実
家
で
す
ね
。

長
島　
た
だ
弘
前
と
東
京
と
違
う
と
い
う
だ
け
で
、
環

境
的
に
は
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
と
い
う
か
。
あ
ま
り
違

和
感
は
な
か
っ
た
で
す
ね
。

住
職　

あ
あ
、
な
る
ほ
ど
ね
。
で
も
、『
恥
か
き
～
』

に
も
あ
り
ま
し
た
が
、
同
時
期
の
木
挽
町
の
長
島
家
は

独
特
で
す
ね
。

長
島　
だ
か
ら
、
い
い
面
も
悪
い
面
も
あ
り
ま
す
。
東

銀
座
と
い
う
地
名
が
つ
い
て
い
ま
す
が
、
歌
舞
伎
座
も

東
銀
座
で
す
。
今
、
そ
れ
を
見
直
そ
う
と
い
う
運
動

が
起
き
て
い
る
の
。
昔
の
木
挽
町
で
い
い
の
で
は
と
。

ち
ょ
っ
と
築
地
寄
り
の
、
昔
の
木
挽
町
、
そ
の
界
隈
を

ず
っ
と
網
羅
し
て
、
歌
舞
伎
座
を
中
心
と
し
た
古
い
文

化
を
守
ろ
う
と
い
う
つ
な
が
り
が
で
き
て
い
る
の
。

住
職　
私
が
大
学
を
終
わ
る
頃
に
住
職
に
就
い
て
、
そ

れ
か
ら
お
伺
い
し
て
い
る
と
き
は
、
お
向
い
に
ま
だ
万

安
楼
（
ま
ん
や
す
ろ
う
）
料
亭
が
あ
り
ま
し
た
ね
。

長
島　
そ
う
な
の
。

住
職　
長
島
家
の
氏
子
神
社
は
ど
こ
で
す
か
。

長
島　
鐵
砲
洲
で
す
。

住
職　
あ
あ
、
や
っ
ぱ
り
鐵
砲
洲
で
す
か
。
私
が
大
学

を
卒
業
し
て
お
坊
さ
ん
の
学
校
に
行
き
、
そ
の
後
に
住

職
を
務
め
て
、
そ
の
頃
に
長
島
家
に
出
入
り
し
て
い
た

と
き
は
、
先
ほ
ど
お
っ
し
ゃ
っ
た
後
妻
の
お
ば
あ
ち
ゃ

ま
が
ち
ょ
っ
と
た
ば
こ
を
く
ゆ
ら
せ
て
い
る
姿
で
。
そ

の
横
で
次
女
の
英
子
さ
ん
が
受
験
勉
強
を
し
て
い
る
、

そ
う
い
う
光
景
を
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
時
代
で

し
た
ね
。

長
島　

ま
ず
階
段
が
あ
っ
て
、
上
に
丸
窓
が
あ
っ
て
、

そ
こ
が
居
間
で
、
大
き
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
長
火
鉢
の

そ
ば
に
銅
壷
が
あ
り
、
い
つ
も
お
湯
で
お
茶
を
入
れ
て

く
れ
る
。
あ
る
い
は
お
か
ん
を
つ
け
て
ま
し
た
ね
。

生
い
立
ち
、
そ
し
て
ご
縁

長
島　

今
本
当
に
あ
り
が
た
い
と
思
う
の
は
、
ぼ
|

と
育
っ
て
、
天
真
爛
漫
で
そ
う
い
う
私
を
、
長
島
は

自
分
の
生
い
立
ち
か
ら
考
え
て
、
人
間
が
自
然
に
素
直

に
育
つ
っ
て
い
う
こ
と
は
こ
う
い
う
こ
と
な
ん
だ
な
と

思
っ
て
く
れ
た
。
そ
れ
を
直
そ
う
と
思
わ
ず
、
そ
れ
を

大
事
に
し
て
く
れ
た
。
そ
れ
が
私
に
は
一
番
あ
り
が
た

い
と
。
だ
か
ら
、
人
の
目
な
ん
て
全
然
気
に
し
な
い
で
、

そ
れ
が
伸
び
伸
び
と
育
つ
っ
て
い
う
こ
と
は
こ
う
い
う

こ
と
な
ん
だ
な
と
思
っ
て
、
欠
点
を
長
所
と
し
て
守
っ

て
く
れ
た
。

住
職　
ご
主
人
が
何
か
の
話
の
中
で
、
結
局
奥
様
は
大

商
家
の
お
出
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
先
ほ
ど
お
っ
し
ゃ
っ

た
よ
う
に
、
使
用
人
の
方
々
に
は
い
ろ
い
ろ
な
世
代
が

い
て
、
そ
う
い
う
人
た
ち
と
一
緒
に
生
活
し
て
い
る
。

出
入
り
の
方
々
も
い
っ
ぱ
い
い
る
中
で
、「
う
ち
の
や

つ
は
、
米
屋
で
も
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
屋
で
も
来
る
と
、
中

に
入
れ
て
飯
を
食
わ
し
ち
ゃ
う
ん
だ
」
と
い
う
話
が

あ
っ
て
。（
笑
）

長
島　
そ
う
そ
う
、
玄
関
先
じ
ゃ
な
く
て
上
げ
ち
ゃ
う

の
。

セ
ラ
だ
」
っ
て
よ
く
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
ね
。

長
島　
要
す
る
に
無
責
任
で
ズ
ボ
ラ
な
ん
で
す
。

住
職　
言
葉
を
換
え
る
と
、
人
生
は
あ
ざ
な
え
る
縄
の

ご
と
し
で
、
局
面
的
な
こ
と
よ
り
も
、
こ
れ
は
多
分
長

島
さ
ん
と
太
田
先
生
と
そ
う
い
う
お
話
を
さ
れ
た
と
思

い
ま
す
が
、
や
は
り
現
象
を
本
質
と
し
て
し
っ
か
り

見
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
が
、
現
象
に
振
り
回
さ
れ
て

は
い
け
な
い
こ
と
が
き
っ
と
あ
る
と
思
い
ま
す
。
で
も
、

奥
様
の
そ
う
い
う
前
向
き
な
姿
勢
は
、
私
は
本
当
に
力

づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
や
は
り
私
の
母
の
生
き
ざ
ま
を
見
て
い
て
も
、
男
社

会
で
し
た
か
ら
非
常
に
苦
労
も
し
て
い
ま
し
た
し
、
い

ろ
い
ろ
大
変
な
こ
と
が
あ
る
中
で
、
そ
れ
を
乗
り
越
え

る
１
つ
の
活
力
源
と
い
う
か
パ
ワ
ー
に
な
っ
た
よ
う
に

思
う
の
で
す
が
、
ご
自
分
の
そ
う
い
う
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な

面
は
ど
こ
か
ら
来
て
い
る
の
で
す
か
。

長
島　
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
入
っ
た
と
き
に
、
古
く

か
ら
の
女
性
会
員
の
方
が
い
ま
し
た
。
そ
の
方
に
、
意

地
悪
さ
れ
た
時
、
長
島
に
言
っ
た
こ
と
が
あ
る
ん
で

す
。「
も
う
あ
の
人
ね
、私
が
雰
囲
気
を
壊
す
と
か
。
私
、

何
も
し
ゃ
べ
っ
て
い
な
い
よ
、何
も
し
て
い
な
い
よ
」っ

て
言
っ
た
ら
、「
世
の
中
に
は
、
あ
ん
た
が
何
し
た
と
か
、

何
を
し
ゃ
べ
っ
た
と
か
じ
ゃ
な
く
て
、
あ
な
た
が
そ
こ

に
い
る
、
そ
の
存
在
そ
の
も
の
が
気
に
食
わ
な
く
思
う

人
だ
っ
て
い
る
ん
だ
よ
」
っ
て
言
わ
れ
た
の
。

　
あ
あ
だ
こ
う
だ
っ
て
あ
ま
り
考
え
る
必
要
は
な
い
と

思
っ
た
の
。
思
う
人
は
思
え
ば
い
い
と
。「
ご
め
ん
な
っ

せ
（
津
軽
弁
）」
っ
て
や
っ
て
い
れ
ば
い
い
と
。
だ
か

ら
、
も
う
そ
れ
こ
そ
ケ
セ
ラ
セ
ラ
で
、
あ
な
た
の
た
め

に
傷
つ
い
た
と
思
っ
た
ら
、
謝
れ
ば
い
い
こ
と
で
、
よ

く
思
わ
れ
よ
う
と
か
、
弁
解
し
よ
う
と
か
一
切
思
わ
な

い
。
だ
か
ら
、
健
康
で
、
明
る
く
楽
し
く
い
け
れ
ば
そ

れ
で
い
い
と
思
う
の
。

妙
壽
寺
の

「
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
構
想
」
を
願
う

住
職　
長
く
お
寺
に
お
尽
く
し
を
い
た
だ
い
て
、
ご
主

人
に
は
ご
総
代
も
務
め
て
い
た
だ
い
た
中
で
、
お
寺
に

つ
い
て
思
う
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

長
島　
キ
リ
ス
ト
教
系
の
病
院
で
は
い
わ
ゆ
る
ホ
ス
ピ

ス
ケ
ア
や
緩
和
ケ
ア
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
主
人
が
亡

く
な
っ
て
思
っ
た
の
は
、
仏
教
を
中
心
と
し
た
い
わ
ゆ

る
エ
ン
ド
ケ
ア
の
よ
う
な
も
の
が
一
切
な
い
わ
け
で
す

ね
。
で
す
か
ら
、
せ
っ
か
く
住
職
さ
ん
は
烏
山
に
妙
壽

寺
と
い
う
立
派
な
本
院
が
あ
っ
て
、
そ
れ
か
ら
め
で
た

く
猿
江
別
院
が
で
き
て
、
お
母
様
の
代
か
ら
ず
っ
と
あ

る
藤
沢
の
晴
明
庵
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
３
つ
の
拠
点

を
精
神
的
な
支
柱
に
分
け
、
本
院
は
リ
ビ
ン
グ
の
精
神

の
基
本
で
あ
り
、
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
捉
え
て
、
猿
江

別
院
は
カ
ル
チ
ャ
ー
を
中
心
と
し
た
文
化
育
成
の
よ
う

な
も
の
、
晴
明
庵
は
環
境
も
よ
い
の
で
、
仏
教
を
基
準

と
し
た
精
神
の
支
柱
の
場
に
し
て
ほ
し
い
な
と
。
だ
か

ら
、
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
構
想
と
、
私
多
分
言
っ
た
こ
と

あ
る
で
し
ょ
う
。

住
職　
え
え
、
そ
れ
は
前
に
も
、
ご
主
人
に
も
、
ほ
か

は
言
っ
て
い
な
い
で
す
け
ど
、
晴
明
庵
の
こ
と
は
、
ご

主
人
の
お
考
え
で
し
た
。
私
の
代
で
ど
こ
ま
で
で
き
る

か
は
と
も
か
く
。

長
島　
で
も
、
ご
住
職
は
い
ろ
い
ろ
と
忙
し
い
こ
と
が

い
っ
ぱ
い
あ
る
か
ら
。

住
職　
お
二
人
か
ら
お
受
け
し
た
お
気
持
ち
に
報
い
る

た
め
に
も
、
今
後
は
そ
う
い
う
方
向
で
精
進
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
本
日
は
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

長
島　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　
（
了
）

住
職　
や
は
り
東
京
よ
り
も
そ
の
辺
が
ロ
ー
カ
ル
な
良

さ
で
す
。

長
島　
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
す
ご
く
言
わ
れ
た
も
ん
。
何

も
保
険
の
外
交
員
を
上
げ
る
こ
と
は
な
い
と
か
言
わ
れ

て
。（
笑
）

住
職　
（
笑
）
や
っ
ぱ
り
私
も
お
寺
で
す
か
ら
、
あ
り

と
あ
ら
ゆ
る
方
た
ち
が
み
え
る
わ
け
で
。
や
は
り
そ
の

点
は
ち
ょ
っ
と
似
て
い
る
、
そ
れ
は
面
白
い
な
と
思
い

ま
し
た
。

長
島　
や
っ
ぱ
り
田
舎
育
ち
な
ん
で
す
よ
。
そ
れ
で
声

が
で
か
い
で
し
ょ
う
。「
船
頭
の
か
か
あ
じ
ゃ
な
い
ん

だ
か
ら
、そ
ん
な
で
か
い
声
出
さ
な
く
て
も
」っ
て
。「
一

丁
目
の
角
を
曲
が
る
と
、
あ
ん
た
の
声
聞
こ
え
て
い
る

よ
」
と
。
そ
の
辺
は
ね
、
や
っ
ぱ
り
田
舎
者
だ
ね
っ
て
、

さ
ん
ざ
ん
言
わ
れ
ま
し
た
よ
。（
笑
） 

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
が
多
趣
味
を
生
む

住
職　
平
成
に
な
っ
て
、
ご
主
人
が
亡
く
な
る
10
年
ぐ

ら
い
前
か
ら
、
も
っ
と
前
で
す
か
、
奥
様
が
そ
う
い
う

中
で
い
ろ
ん
な
趣
味
に
目
覚
め
て
い
く
。
私
は
、
根
っ

こ
っ
て
い
う
の
は
、
東
京
女
子
大
学
の
建
学
の
精
神
も

あ
る
し
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
興
味
を
持
た
れ
て
。

長
島　
そ
う
な
の
。
い
ろ
ん
な
こ
と
を
や
り
ま
し
た
。

住
職　
長
唄
と
か
洋
楽
と
か
。
た
だ
、
私
が
お
知
り
合

い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
き
は
、
絵
と
シ
ャ
ン
ソ
ン

で
す
ね
。
そ
れ
は
や
は
り
ご
自
身
に
と
っ
て
す
ご
く
大

事
な
こ
と
だ
っ
た
の
で
す
か
。

長
島　
絵
は
も
と
も
と
好
き
だ
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
絵

を
や
め
て
歌
に
、
ボ
ー
カ
ル
、
シ
ャ
ン
ソ
ン
に
走
っ
た

と
い
う
の
は
、
絵
の
個
展
を
や
っ
て
か
ら
で
す
。
壁
面

に
40
点
か
け
た
ら
、
子
供
た
ち
か
ら
、
終
わ
っ
た
ら
こ

の
絵
を
ど
こ
に
し
ま
う
の
っ
て
言
わ
れ
た
ん
で
す
。
そ

こ
ま
で
は
考
え
て
い
な
い
わ
け
で
す
か
ら
、
今
ま
で
描

い
た
も
の
は
キ
ャ
ン
バ
ス
だ
か
ら
、
枠
を
は
ず
し
て
重

ね
て
丸
め
て
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
室
に
で
も
何
で
も
し
ま
っ

て
お
け
ば
よ
か
っ
た
け
ど
、
額
装
し
た
か
ら
、
さ
あ
、

し
ま
う
と
こ
ろ
が
な
い
わ
け
で
す
よ
。
そ
こ
で
、
形
に

残
る
恥
は
か
く
の
を
や
め
た
と
。
形
に
残
ら
な
い
恥
っ

て
何
だ
ろ
う
と
考
え
、
歌
か
な
と
思
っ
て
。（
笑
）

住
職　
な
る
ほ
ど
ね
。

長
島　
そ
れ
ま
で
、
私
、
声
は
悪
い
し
、
全
然
歌
う
気

は
な
か
っ
た
の
。
た
だ
、
シ
ャ
ン
ソ
ン
だ
け
は
ね
、
語
り

で
い
い
の
よ
っ
て
言
っ
た
人
が
い
て
、
何
も
音
程
が
外
れ

よ
う
が
自
分
な
り
に
歌
え
ば
い
い
の
よ
っ
て
。
オ
ペ
ラ

じ
ゃ
な
い
ん
だ
か
ら
そ
ん
な
い
い
声
を
出
さ
な
く
て
も

い
い
と
い
う
こ
と
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
っ
て
、
シ
ャ
ン
ソ

ン
ぐ
ら
い
な
ら
と
始
め
た
ん
で
す
。
そ
う
し
た
ら
、
い

き
な
り
先
生
が
、「
銀
座
シ
ャ
ン
ソ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

と
い
う
の
が
あ
る
か
ら
、
私
を
地
元
の
舞
台
に
出
せ
ば

集
客
が
で
き
る
と
踏
ん
だ
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
だ

か
ら
、
私
に
「
特
訓
す
る
か
ら
１
曲
で
も
２
曲
で
も
歌
っ

て
」
と
。「
え
っ
、だ
っ
て
５
か
月
も
習
っ
て
い
な
い
の
に
、

い
き
な
り
舞
台
で
す
か
」
っ
て
言
っ
た
ん
で
す
が
「
大
丈

夫
、
大
丈
夫
」
と
か
言
わ
れ
て
。

住
職　
私
の
河
東
節
み
た
い
な
も
ん
で
す
ね
。（
笑
）
私

は
３
か
月
で
し
た
か
ら
。

長
島　
そ
れ
で
、
も
と
も
と
小
学
校
の
と
き
か
ら
、
そ

う
い
う
舞
台
に
立
つ
こ
と
は
何
と
も
思
っ
て
い
な
い
か
ら
。

そ
う
し
た
ら
、
も
う
初
め
て
と
思
え
な
い
舞
台
度
胸
と

お
だ
て
ら
れ
て
、
こ
れ
は
や
ら
な
き
ゃ
と
思
っ
た
ん
で
す
。

人
生
は
ケ
セ
ラ
セ
ラ

住
職　
私
は
奥
様
と
お
会
い
し
て
、
ま
た
長
島
ご
総
代

と
は
全
く
違
う
面
で
い
ろ
い
ろ
感
謝
を
し
て
い
ま
す
が
、

く
よ
く
よ
考
え
る
と
き
も
な
い
こ
と
も
な
い
、
そ
う
い

う
と
き
に
お
会
い
す
る
と
、「
い
や
、
人
生
は
ケ
セ
ラ

当住上人。48階から東京タワー、スカイツリー、
眼下には浜離宮を望める

八ヶ岳音楽堂で長島伸行総代と

長島美保子さん




